
様式第１号 (第８条関係) 

令和７年  月  日 

 

令和７年度 箕面市社会福祉協議会 

赤い羽根共同募金 箕面市地域支え合いプロジェクト助成金交付申請書 

 

箕面市社会福祉協議会会長 様 

 

下記の事業について助成金を受けたいので、関係書類を添えて申請します。 

 

（ふりがな） 

団体名 
 

（ふりがな） 

代表者氏名 

役職 

 

氏名 

  ㊞ 

代表者 

住 所 

〒 

代表者 

電話 ・ メール 

電話 

 －    － 

メール 

（ふりがな） 

事務担当者名 

 

事務担当者 

住 所 

〒 

事務担当者 

電話 ・ メール 

電話  

   －       － 

メール 

 

事業名  

助成申請 

事業費総額 
円 助成申請額 円 

添付書類 

□団体の概要（様式第２号） 

□事業計画書及び収支予算書（様式第３号） 

□申請団体の会則 

□役員名簿又は会員名簿 

□活動内容がわかる書類 
 

共同募金による助成事業であることの PR 方法   ※活動後に掲載資料又は写真の提出 

 □共同募金指定のマークなどの標識（シール）添付   □マーク入り看板を設置 

 □開催要綱、実施要領等に記載   □プログラム、パンフレット、資料等に記載 

□会報・機関紙に記事掲載  □その他（                   ）  

 



様式第２号（第８条関係） 

令和７年  月  日 

 

団体の概要 
 

団体名 

フリガナ 

 

団体所在地 

〒 

団体種別 
□自治会    □地縁団体   □当事者団体  □ボランティア団体 

□NPO 法人  □その他（                   ） 

設立年月日     年    月    日 会 員 数 
         

名 

団体の目的  

活動内容 

 

主な 

活動エリア 

 

過去の助成金 

取得実績 

※取得年・助成金名称・取得金額を明記してください。 

団体が請け負

っている行政

委託・介護保険

事業等 

 

 



様式第３号（第８条関係） 

 

事業計画書及び収支予算書 
１．事業計画書 

事業名  

事業内容 

具体的な事業内容・事業の目的（いつ、どこで、だれに、何を、なぜ、どうやって） 

実施背景 

地域課題 

【取り組みの背景にはどんな地域課題があるか】 

 

 

 

 

【審査基準項目におけるアピールポイント】 

≪公益性≫ 

 

≪日常的なつながり形成≫ 

 

≪福祉的視点≫ 

 

対象者 
□高齢者 □障害児・者 □児童・青少年 □住民全般  

□その他（                ） 

参加予定者数  

  名   

実施時期 
□通年：           年    回（予定） 

□単発：実施日(予定) 

事業実施回数 

     回 

新規・継続 □新規  □２回以上(本助成金の助成実績あり) 

事業総額 円 

助成申請額 円 

 



様式第３号（第８条関係）

２．収支予算書

＜収入の部＞

経費の種類等 見込額 詳細内訳

助成金 箕面市地域支え合いプロジェクト助成金

参加費

寄付金・協賛金

団体拠出金

上記以外の収入

合計

＜支出の部＞

経費の種類等 見込額 詳細内訳

謝金

旅費

印刷製本費

使用料及び貸借料

備品購入費

消耗品費

通信運搬費

その他

合計



様式第３号（第８条関係）  団体名（                  ） 

３．第３期箕面市地域福祉活動計画の該当項目に☑してください 

基本目標１ みんながつながり支えあう地域づくり 

（１）ご近所での気にかけ合う関係をつくります 

 １）ご近所での見守り活動の充実・強化を図ります 

 ２）周囲の「気づき力」「つなぎ力」アップを図ります 

（２）地域における交流の場をつくります 

 １）住民同士の交流の場をつくります 

 ２）同じ課題を持つ人同士の仲間づくりを推進します 

（３）地域課題の解決に向けた支えあい活動を創出します 

 １）様々な団体・機関の連携を進めます 

 ２）各団体が顔を合わせ、話し合える場をつくります 

 ３）新たな助け合い、支えあいの仕組みをつくります 

（４）地域の課題や活動の情報を発信します 

 １）地域情報を発信します 

（５）地域の防災体制の充実 

 １）災害時要援護者への支援体制づくりを進めます 

 ２）地域ごとの防災プログラムづくりを進めます 

 ３）災害ボランティアセンターのスムーズな運営に向けた体制づくり 

基本目標２ 福祉課題の発見の仕組みと相談体制の整備 

（１） 「支援につながる相談窓口づくり」を進めます 

 １）既存の相談窓口での徹底したインテーク（初期相談） 

 ２）「世代や属性を問わない相談窓口」の設置 

 ３）ＳＯＳが出しやすい仕組みづくり 

 ４）個人情報を共有するためのルールづくり 

（２）多様なニーズを受け止めて支援する相談体制の整備を進めます 

 １）多機関協働によるマネジメント機能の構築を図ります 

 ２）分野ごとに伴走支援をする支援機関の整理を進めます 

基本目標３ 地域福祉を推進する活動への支援 

（１） 地域活動への参加者の裾野を広げます 

 １）ボランティアや地域活動に参加しやすい「きっかけ」づくり 

 ２）できることをできる人が行う活動を広げます 

 ３）福祉課題やボランティアについての学びの場を増やします 

（２）地域福祉を推進する組織づくり 

 １）地域活動団体の活性化をめざします 

（３）地域と支援機関をつなぐコーディネート機能の強化 

 １）コーディネート機能を担う職員を充実・強化します 

（４）地域福祉の財源づくり 

 １）活動に必要な環境整備を進めます 

 ２）寄付文化づくりを進めます 

 ３）使いやすい補助金・助成金制度づくりを進めます 

 


